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今
年
の
病
院
と
し
て
の
目
標
は
？ 

長
崎
大
学
の
へ
き
地
病
院
再
生 

支
援
教
育
機
構
の
臨
床
教
育
拠 

点
病
院
に
選
定
を
受
け
、
今
後 

ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
？ 

          

を
補
う
こ
と
、
二
つ
目
に
、
全
人
的
な
医

療
を
担
え
る
若
い
医
師
を
育
て
る
こ
と
で

あ
り
ま
す
。
振
り
返
っ
て
み
る
と
、
戦
後

の
日
本
の
医
学
は
、
専
門
医
を
育
て
る
教

育
を
押
し
進
め
て
き
た
た
め
、
『
病
気
を

み
て
人
間
を
診
な
い
』
と
い
う
医
師
が
増

え
て
き
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
来
ら
れ
る
若

い
医
師
に
は
、
私
た
ち
が
こ
れ
ま
で
行
っ

て
き
た
「
地
域
包
括
ケ
ア
」
を
学
び
実
践

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
、
チ
ー
ム
医
療
を
担
え
る
医
師
を
育
て

て
全
人
的
医
療
を
実
践
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。 

 

           

　
一
つ
目
に
、
向
う
十
年
程
度
で
医
療
の

質
・
地
域
医
療
の
水
準
を
保
つ
た
め
に
、

病
院
の
改
造
・
改
革
を
行
っ
て
い
く
こ
と
。

二
つ
目
に
、
医
療
費
の
抑
制
や
診
療
報
酬

の
改
定
な
ど
、
厳
し
い
医
療
政
策
に
直
面

し
て
い
く
が
、
そ
れ
に
応
じ
た
医
療
の
方

策
を
見
つ
け
出
し
、
政
策
を
つ
く
り
出
し

て
い
く
こ
と
。
三
つ
目
に
、
私
た
ち
が
提

供
し
て
い
る
医
療
の
質
を
、
市
民
の
皆
様

に
十
分
理
解
し
て
も
ら
い
、
よ
り
良
い
医

療
を
提
供
で
き
る
よ
う
に
、
病
院
運
営
の

質
の
向
上
を
図
る
こ
と
で
す
。 

       

　 

  

　
ま
た
、
昨
年
十
月
に
四
市
町
村
が
合
併

し
、
新
し
い
自
治
体
が
で
き
ま
し
た
が
、

こ
の
自
治
体
の
医
療
・
保
健
・
福
祉
事
業

の
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

     

　
へ
き
地
病
院
再
生
支
援
教
育
機
構
の
目

的
は
、
一
つ
目
に
過
疎
地
で
の
医
師
不
足 

新
春
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー 

院
　
長
　
押
淵
　
徹 

聞
き
手
　
広
報
編
集
委
員 

市民病院広報　（２） 



整
形
外
科
の
医
師
常
駐
を
望
む 

声
が
あ
る
が
、
今
後
ど
の
よ
う 

に
考
え
て
い
る
か
？ 

今
後
、
ど
の
よ
う
な
病
院
像
を 

め
ざ
し
て
い
る
か
？ 

           

　
こ
れ
ま
で
に
行
っ
て
き
た
サ
ー
ビ
ス
を

続
け
て
い
く
こ
と
を
大
前
提
に
、
こ
れ
か

ら
の
厳
し
い
医
療
情
勢
で
も
、
運
営
し
て

い
け
る
よ
う
な
病
院
を
つ
く
っ
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

　
ま
た
、
合
併
に
よ
り
広
い
自
治
体
と
な

り
ま
し
た
が
、
こ
の
地
域
は
医
療
の
資
源

に
恵
ま
れ
な
い
地
域
で
す
か
ら
、
医
療
サ

ー
ビ
ス
の
低
下
を
来
た
さ
な
い
よ
う
、
生

月
病
院
や
大
島
、
度
島
診
療
所
と
共
存
し

て
、
運
営
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。 

    

　
昨
年
四
月
か
ら
整
形
外
科
医
の
大
学
か

ら
の
派
遣
が
な
く
な
り
、
市
民
の
皆
様
に

は
、
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
て
い
ま
す
。 

　
新
研
修
医
制
度
が
設
け
ら
れ
た
た
め
、

医
師
を
確
保
す
る
こ
と
は
、
ま
だ
ま
だ
時

間
が
か
か
る
と
思
い
ま
す
。 

 

　
し
か
し
、
そ
れ
を
待
つ
だ
け
で
は
な
く
、

自
治
体
病
院
開
設
者
協
議
会
や
国
診
協
等

に
求
人
広
告
を
出
す
他
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
全
国
に
宣

伝
を
行
い
、
整
形
外
科
医
が
来
て
頂
け
る

よ
う
に
働
き
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

　
現
在
、
毎
週
水
曜
日
に
長
崎
労
災
病
院

か
ら
整
形
外
科
医
に
来
て
い
た
だ
い
て
い

る
他
、
生
月
病
院
に
赴
任
し
た
整
形
外
科

医
の
応
援
も
受
け
て
い
ま
す
。 
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①
う
ま
れ
年
②
星
座
③
座
右
の
銘 

　
④
趣
味 

         

①
　
ウ
サ
ギ
年 

②
　
て
ん
び
ん
座 

③
　
な
し 

④
　
ド
ラ
イ
ブ
、
体
を
動
か
す
こ
と 

　
平
成
十
七
年
十
二
月
か
ら
赴
任
し
て
参
り

ま
し
た
。
出
身
は
多
良
見
で
、
長
崎
大
学
を

卒
業
後
、
長
崎
大
学
小
児
科
に
入
局
し
、
佐

賀
・
島
原
・
大
村
・
佐
世
保
を
ま
わ
っ
て
き

ま
し
た
。
平
戸
に
来
た
そ
の
日
か
ら
、
大
変

な
寒
さ
に
驚
き
、
身
を
縮
め
て
お
り
ま
し
た

が
、
寒
波
到
来
が
日
本
全
国
で
あ
る
こ
と
を

知
り
安
心
い
た
し
ま
し
た
。 

　
ま
だ
赴
任
し
て
日
は
浅
い
で
す
が
、
当
院

が
本
当
に
地
域
密
着
型
で
あ
る
こ
と
を
実
感

し
て
お
り
ま
す
。
少
し
で
も
貢
献
で
き
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

          

　
①
　
未
年 

　
②
　
お
う
し
座 

　
③
　
長
崎
か
ら
世
界
へ 

　
④
　
モ
ー
タ
ー
サ
イ
ク
ル
、
ア
イ
ス
ホ
ッ 

　
　
　
ケ
ー 

　
平
成
十
七
年
十
二
月
十
九
日
か
ら
お
世
話

に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
長
崎
大
学
医
学
部
歯

学
部
附
属
病
院
、
へ
き
地
病
院
再
生
支
援
・

教
育
機
構
か
ら
の
派
遣
で
す
。
こ
こ
に
来
る

前
は
、
平
成
十
七
年
三
月
末
ま
で
ア
メ
リ
カ

の
セ
ン
ト
ル
イ
ス
で
研
究
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
そ
の
後
、
長
崎
大
学
医
学
部
の
第
一
内

科
で
神
経
内
科
の
勉
強
を
し
て
お
り
ま
し
た
。 

　
私
た
ち
の
仕
事
は
、
卒
後
三
〜
四
年
目
の

医
師
に
過
疎
地
で
の
医
療
と
地
域
保
健
の
経

験
を
積
ん
で
も
ら
う
こ
と
を
目
標
に
し
て
い

ま
す
。
昨
年
末
に
カ
ナ
ダ
の
へ
き
地
医
療
を

視
察
し
ま
し
た
。
へ
き
地
で
の
医
療
を
経
験

し
た
先
生
方
の
う
ち
半
数
以
上
は
、
研
修
終

了
後
も
へ
き
地
医
療
に
携
わ
っ
て
い
る
そ
う

で
す
。
こ
の
よ
う
な
研
修
シ
ス
テ
ム
は
、
僻

地
に
赴
任
希
望
す
る
医
師
の
数
が
増
え
る
こ

と
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま
た
、
専
門
医
を
め

ざ
す
先
生
方
に
過
疎
地
の
現
場
を
経
験
し
て

い
た
だ
く
こ
と
で
、
将
来
、
高
度
先
端
医
療

と
地
域
医
療
と
の
間
に
流
れ
が
出
来
る
の
で

は
な
い
か
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
、
地
域
医
療
と
先
端
医
療
が
結
び
つ
く
こ

と
に
よ
り
、
患
者
様
に
と
っ
て
よ
り
よ
い
一

貫
し
た
医
療
に
な
る
と
信
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
や
っ
て
く
る
新
人
医
師
の
研
修
に
は
、

皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

 

はじめまして はじめまして はじめまして 

白 川 利 彦　医師 
しらかわ　としひこ 

小児科 

中 桶 了 太　医師 
なかおけ　りょうた 

内　科 

市民の皆様お世話になります 市民の皆様お世話になります 

市民病院広報　（４） 



市
民
病
院
で 

　
総
合
医
の
養
成
教
育 

　
「
市
民
病
院
で
地
域
医
療
の
教

育
を
受
け
た
医
師
が
、
市
民
病
院

や
各
地
の
病
院
で
診
療
す
る
日
が

や
っ
て
き
ま
す
。
」 

　
こ
の
ほ
ど
、
平
戸
市
民
病
院
が
長

崎
大
学
医
学
部
の
地
域
臨
床
教
育
拠

点
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
長
崎

大
学
の
「
地
域
医
療
等
社
会
的
ニ
ー

ズ
に
対
応
し
た
医
療
人
教
育
支
援
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
が
文
部
科
学
省
の
選
定

を
受
け
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
昨

年
十
一
月
に
長
崎
大
学
医
学
部
・
歯

学
部
附
属
病
院
内
に
、
へ
き
地
病
院

再
生
支
援
・
教
育
機
構
（
機
構
長
・ 

          

   

調
漸
長
崎
大
学
教
授
）
が
設
置
さ
れ
、

市
民
病
院
が
同
機
構
の
教
育
拠
点
と

な
っ
た
も
の
で
す
。 

　
昨
年
十
二
月
十
九
日
に
は
、
白
　

市
長
や
長
崎
大
学
の
関
係
者
が
出
席

し
、
市
民
病
院
で
教
育
拠
点
の
看
板

を
掲
げ
る
「
上
掲
式
」
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
拠
点
病
院
に
選
定
さ
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
市
民
病
院
に
は
、
本
年

度
か
ら
平
成
十
九
年
度
ま
で
の
三
年

間
、
全
国
か
ら
募
集
す
る
後
期
研
修

医
（
医
学
部
を
卒
業
し
て
三
年
、
四

年
目
の
若
手
医
師
）
ニ
名
と
講
師
・

助
手
等
の
教
官
が
大
学
か
ら
派
遣
さ

れ
、
当
院
で
の
診
療
の
他
、
当
院
を

拠
点
と
し
て
、
併
設
の
保
健
セ
ン
タ

ー
で
実
施
さ
れ
る
健
康
教
育
や
健
康

診
査
等
に
も
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加

す
る
他
、
生
月
病
院
や
市
内
の
診
療

所
等
、
近
隣
の
保
健
・
医
療
・
福
祉

関
係
機
関
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、

総
合
医
の
養
成
を
め
ざ
し
た
地
域
医

療
教
育
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

  

　 

  

　
長
崎
県
北
地
域
は
、
人
口
十
万
人

あ
た
り
の
医
師
数
が
百
二
十
人
と
、

長
崎
県
平
均
（
二
四
七
・
四
人
）
の

半
数
に
も
満
た
な
い
な
ど
、
県
内
で

最
も
医
師
数
が
少
い
地
域
で
、
県
北

医
療
過
疎
地
域
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
し
た
医
師
数
の
少
い
地
域
に

大
学
医
学
教
育
の
拠
点
を
お
き
、
地

域
医
療
の
再
生
を
通
し
て
、
日
本
流

総
合
医(

保
健
・
予
防
医
学
・
福
祉

に
精
通
し
、
患
者
を
社
会
の
中
で
診

る
こ
と
の
で
き
る
総
合
医)

の
育
成

を
図
る
も
の
で
す
。 

　
市
民
病
院
で
の
研
修
は
、
地
域
包

括
医
療
や
総
合
内
科
研
修
を
中
心
に
、

小
児
科
や
外
科
、
在
宅
医
療
、
健
診

等
、
病
院
内
や
地
域
に
出
向
い
て
の

総
合
的
な
研
修
が
行
わ
れ
ま
す
。 

　
今
回
、
長
崎
大
学
が
進
め
る
地
域

医
療
再
生
の
構
想
は
、
全
国
初
の
事

業
で
、
文
部
科
学
省
で
は
、
今
回
の

事
業
の
成
果
を
み
て
、
将
来
的
に
は
、

全
国
の
大
学
病
院
に
広
げ
て
い
き
た

い
と
話
し
て
い
ま
す
。 

  

　
市
民
病
院
で
は
、
こ
れ
ま
で
医
師

不
足
に
悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、

大
学
の
教
育
拠
点
と
な
り
、
医
師
不

足
が
解
消
さ
れ
、
充
実
し
た
診
療
が

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

大
学
と
連
携
す
る
こ
と
に
よ
り
、
よ

り
高
度
な
医
療
サ
ー
ビ
ス
や
専
門
外

来
等
、
地
域
住
民
へ
の
診
療
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
将
来
当
院
で
学
ん
だ
医
師

が
、
離
島
や
へ
き
地
の
医
療
に
理
解

と
関
心
を
も
ち
定
着
す
る
こ
と
に
よ

り
、
医
療
過
疎
地
で
あ
る
県
北
地
域

の
医
師
不
足
の
解
消
に
つ
な
が
る
と
、

関
係
者
は
、
こ
の
事
業
に
大
き
な
期

待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。 

今
後
の
医
師
確
保
に
期
待 

市
民
病
院
で 

　
総
合
医
の
養
成
教
育 

医
療
過
疎
地
か
ら 

「
日
本
流
総
合
医
」を
創
出 

テレビ会議システムデモの風景 

（５）　市民病院広報 　 

 



年男年女　戌年 

　前向きに、自分らしく、た

くましく、人生を楽しく頑張

って生きていきたいと思いま

す。 

小田　榮子 

　2006年、元気に思いやり

と優しい笑顔で頑張ります!!

墨屋　敬絵  

　自己の健康管理をし日々笑

顔で過ごせる様に努めます。 

美野田　はるよ 

市民病院広報　（６） 



福をよぶ♪♪　

　健康で明るく笑顔で１年を

過ごしていきたいです。去年

から始めたバドミントンも頑

張ります。 

久保川　智美 

　明けましておめでとうござ

います。 

　今年の目標は“努力”です。 

それと、“笑顔”の多い年にした

いと思います。 

里崎　明子 

　今年も笑顔を忘れず充実し

た１年になるよう努力したい

と思います。 

　今年もどうぞよろしくお願

いします。 

掛屋　美治 

　常に笑顔を忘れずに 

やさしく親切をモットーに 

藤田　秀子  

（７）　市民病院広報 　 



 

   

　
現
在
流
行
中
の
Ａ
ソ
連
型
（
H
1
N
1
）
と
Ａ

香
港
型
（
H
3
N
2
）
は
、
ウ
ィ
ル
ス
表
面
を
少

し
ず
つ
変
え
な
が
ら
流
行
し
て
い
ま
す
。
変
化
が

少
な
け
れ
ば
以
前
か
か
っ
た
時
の
免
疫
や
予
防
接

種
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
が
、
大
き
く
変
化
し

た
と
き
は
効
果
が
期
待
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
大
き

な
変
化
で
出
現
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
い
い
ま
す
。 

   

一
九
一
八
年
　
ス
ペ
イ
ン
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

一
九
五
七
年
　
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

一
九
六
八
年
　
香
港
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

一
九
七
七
年
　
ソ
連
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ 

と
四
回
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
出
現
が
あ
り

多
く
の
人
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。 

　
Ａ
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
十
〜
四
十
年
の
周

期
で
大
き
く
変
化
し
、
世
界
的
な
大
流
行
を
も
た

ら
し
て
い
ま
す
。
最
後
の
A
ソ
連
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
か
ら
す
で
に
三
十
年
近
く
経
過
を
し
て
る
上
、

ウ
ィ
ル
ス
の
変
異
も
進
ん
で
い
て
、
い
つ
新
型
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
出
現
し
て
も
お
か
し
く
な
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

   

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
は
、
原
則
的
に
は

動
物
種
の
壁
を
越
え
て
感
染
す
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
鳥
だ
け
は
例
外
で
、
す
べ
て
の
型
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
も
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
ブ
タ
は

ヒ
ト
と
鳥
の
両
者
の
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ヒ
ト
と
鳥
の
ウ
ィ
ル
ス
が
同
時
に

ブ
タ
に
感
染
す
る
こ
と
で
、
ブ
タ
の
体
内
で
ウ
ィ

ル
ス
遺
伝
子
の
組
み
換
え
が
生
じ
て
、
全
く
新
し

い
新
型
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
が
出
現
す

る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と
は
？ 

今
ま
で
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の 

発
生
は
？ 

ど
う
し
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が 

発
生
す
る
の
で
す
か
？ 

 
　
冬
に
な
る
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し

ま
す
。
瞬
く
間
に
広
が
り
、
数
か
月
で
治
ま

り
ま
す
が
、
そ
の
原
因
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
ィ
ル
ス
で
す
。
ヒ
ト
に
感
染
す
る
と
、
突

然
の
高
熱
、
悪
寒
、
全
身
の
倦
怠
感
な
ど
の

症
状
が
で
ま
す
。
さ
ら
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
登
場
す
る
と
爆
発
的
に
流
行
し
、
肺

炎
、
気
管
支
炎
な
ど
を
併
発
し
多
く
の
犠
牲

者
を
伴
い
ま
す
。 

　
近
年
、
今
ま
で
ヒ
ト
に
感
染
し
て
い
な
か

っ
た
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
世
界
各
国
で
流

行
し
て
お
り
、
東
南
ア
ジ
ア
や
中
国
で
、
ト

リ
か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
が
確
認
さ
れ
、
平
成

十
七
年
十
二
月
二
十
三
日
W
H
O
発
表
で
七

十
三
人
の
死
者
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
の
と
こ
ろ
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
ヒ
ト

か
ら
ヒ
ト
へ
の
感
染
は
確
認
さ
れ
て
ま
せ
ん

が
、
い
つ
新
型
ヒ
ト
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が

発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
態
ま
で
き
て

い
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
今
回
新
型
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て
質
問
形
式
で
報
告
し
ま

す
。 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て 
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
つ
い
て 
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二
〇
〇
三
年
以
降
、
東
南
ア
ジ
ア
な
ど
で
、
通

常
ヒ
ト
に
感
染
す
る
こ
と
が
な
か
っ
た
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
が
ヒ
ト
に
感
染
し
、
死
者
が

で
て
い
ま
す
。 

　
現
時
点
で
は
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
ト
リ
か

ら
ヒ
ト
に
ま
れ
に
感
染
し
て
い
る
状
態
で
す
が
、

こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
け
ば
ヒ
ト
か
ら
ヒ
ト
へ
と

感
染
す
る
ウ
ィ
ル
ス
に
性
質
が
変
わ
り
、
世
界
的

な
流
行
に
つ
な
が
る
と
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
日
本
で
は
、
日
常
生
活
の
な
か
で
は
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
感
染
し
た
ト
リ
と
、
濃
厚
に

接
触
し
な
け
れ
ば
感
染
す
る
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま

せ
ん
。 

    

　
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
の
ヒ
ト
へ
の
感 

染
に
よ
り
新
型
ウ
ィ
ル
ス
の
発
生
の
可
能
性
は
高 

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
発
生
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
の
ト
リ
か
ら
ヒ
ト

へ
の
感
染
を
防
ぐ
こ
と
が
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ウ
ィ
ル
ス
の
出
現
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま

す
。 

  

　 

 

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル

ス
の
性
質
が
変
わ
っ
て
、
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

ウ
ィ
ル
ス
に
な
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
鳥

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
に
感
染
し
た
病
気
の

鳥
と
接
触
し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
流
行
し
て
い
る
地

域
へ
の
旅
行
や
滞
在
に
お
い
て
、
鳥
な
ど
の
動
物

と
接
触
を
避
け
る
こ
と
も
重
要
で
す
。 

   
　 　

ま
だ
出
現
し
て
い
な
い
状
態
で
予
測
す
る
こ
と 

は
困
難
で
す
が
、
懸
念
さ
れ
て
い
る
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
症
状
は
、
こ
れ
ま
で
の
事
例
で
発
熱
、

咳
な
ど
の
症
状
に
加
え
、
六
〇
％
以
上
で
下
痢
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
結
膜
炎
、
呼
吸
器

症
状
や
多
臓
器
不
全(

複
数
の
臓
器
が
機
能
不
全
に

な
る
状
態)

に
至
る
重
症
な
も
の
ま
で
、
様
々
な
症

状
が
み
ら
れ
て
お
り
、
死
亡
し
た
主
な
原
因
は
肺

炎
で
し
た
。 

 

  

　 　 　
現
在
行
わ
れ
て
い
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

接
種
は
、
す
で
に
ヒ
ト
に
感
染
し
て
い
る
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
に
は
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
に
は
効
果
が
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

  

　 

 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
、
感
染
し
た
ヒ
ト
の
咳
や

く
し
ゃ
み
で
放
出
さ
れ
た
ウ
ィ
ル
ス
か
ら
感
染
す

る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
手
洗
い
と

う
が
い
を
し
っ
か
り
す
る
。
マ
ス
ク
を
着
用
す
る
。

人
ご
み
や
流
行
地
を
避
け
る
な
ど
の
基
本
的
な
予

防
策
を
し
っ
か
り
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。 

　
ま
た
、
十
分
に
休
養
を
と
っ
た
り
、
バ
ラ
ン
ス

よ
く
栄
養
を
と
っ
た
り
す
る
な
ど
し
て
、
体
力
や

抵
抗
力
を
高
め
る
こ
と
も
大
切
で
す
。 

 

ど
う
し
て
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の 

出
現
が
心
配
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た 

の
で
す
か
？ 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
発
生
し
て 

い
る
の
で
す
か
？ 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
が
心
配
で
す 

が
ど
う
す
れ
ば
良
い
で
す
か
？
　 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と 

ど
ん
な
症
状
が
で
ま
す
か
？ 

現
在
実
施
さ
れ
て
い
る
予
防
接
種
は
、 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
に 

有
効
で
す
か
？
　 

新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
方
法 

は
何
で
す
か
？ 

（９）　市民病院広報 　 



川柳で学ぶタバコの 
おそろしさ（三） 
川柳で学ぶタバコの 
おそろしさ（三） 

川柳で学ぶシリーズ 

３回目です 

                    

　
「
喫
煙
者
の
肺
が
ん
の
危
険
度
は

非
喫
煙
者
の
十
五
〜
三
十
倍
で
、
肺

が
ん
発
生
に
た
ば
こ
が
関
与
し
て
い

る
割
合
（
寄
与
率
）
は
、
九
〇
％
以

上
に
な
り
ま
す
。 

　
最
近
、
大
き
な
社
会
問
題
と
な
っ

て
い
る
ア
ス
ベ
ス
ト
（
石
綿
）
。
中

皮
腫
と
の
因
果
関
係
は
明
白
で
す
が
、

当
時
の
男
性
の
喫
煙
率
は
八
〇
％
近

く
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
喫
煙
し

て
い
た
た
め
、
肺
が
ん
と
ア
ス
ベ
ス

ト
の
関
連
を
う
ん
ぬ
ん
す
る
の
は
難

し
い
。 

　
肺
が
ん
危
険
度
は
、
喫
煙
だ
け
で

十
倍
だ
が
、
喫
煙
と
ア
ス
ベ
ス
ト
労

働
の
両
方
で
は
五
十
倍
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
と
肺
が
ん
に
つ
い
て
言
う

な
ら
ば
、
ア
ス
ベ
ス
ト
よ
り
も
た
ば

こ
が
け
た
違
い
に
原
因
と
し
て
大
き

い
の
で
す
。 

      

　
官
公
庁
を
分
煙
・
禁
煙
化
し
よ
う

と
す
る
と
、
職
員
か
ら
、
喫
煙
す
る

場
所
が
遠
く
な
っ
て
、
仕
事
の
能
率

が
落
ち
る
の
で
、
喫
煙
所
を
各
階
に

作
れ
な
ど
と
要
求
が
出
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
来
訪
者
の
サ
ー
ビ
ス
と
い

う
口
実
も
つ
け
ま
す
が
、
来
訪
者
は

た
か
だ
か
一
時
間
の
在
庁
時
間
で
す
。 

　
タ
バ
コ
を
吸
う
時
間
そ
の
も
の
が

サ
ボ
リ
で
す
。
サ
ボ
る
た
め
の
時
間

と
場
所
を
税
金
で
作
る
な
ど
は
と
ん

で
も
な
い
こ
と
で
す
。 

　
空
気
清
浄
機
を
リ
ー
ス
で
置
い
て

い
る
官
公
庁
も
ま
だ
あ
り
ま
す
が
、

空
気
清
浄
機
そ
の
も
の
が
受
動
喫
煙

防
止
に
は
無
効
な
の
で
す
。
つ
ま
り
、

官
公
庁
は
、
税
金
を
使
っ
て｢

健
康

増
進
法｣

に
違
反
し
て
い
る｢

違
法
状

態｣

を
作
っ
て
い
ま
す 

      

　
気
管
の
粘
膜
の
表
面
に
は
、
細
か

い
毛
が
生
え
て
い
て
、
煙
や
ご
み
な

ど
の
異
物
が
毛
に
触
れ
る
と
、
激
し

く
せ
き
込
ん
で
身
体
か
ら
異
物
を
追

い
出
す
役
割
を
持
っ
て
い
ま
す
。 

　
タ
バ
コ
を
吸
い
始
め
て
し
ば
ら
く

す
る
と
、
こ
の
せ
き
込
み
が
な
く
な

り
ま
す
。
そ
の
こ
ろ
の
気
管
の
細
胞

を
顕
微
鏡
で
見
る
と
、
タ
バ
コ
の
毒

の
た
め
に
、
こ
の
細
か
い
毛
が
は
げ

落
ち
て
い
ま
す
。 

　
こ
う
な
る
と
、
煙
や
タ
ー
ル
は
肺

の
奥
ま
で
素
通
り
で
す
。
タ
ー
ル
は
、

長
い
年
月
の
間
に
、
遺
伝
子
の
変
異

を
起
こ
し
、
肺
ガ
ン
を
作
り
出
し
て

き
ま
す
。 

 

　｢

タ
バ
コ
を
吸
う

の
が
堂
に
入
っ
た｣

、｢

こ

れ
が
大
人
だ｣

な
ん

て
の
ん
き
な
話
で

は
な
い
の
で
す
。

実
に
恐
ろ
し
い
こ

と
な
の
で
す
。 

 

タ
バ
コ
吸
う 

　
時
間
も
場
所
も 

　
　
　
　
　
税
金
だ 

お
そ
る
べ
し 

  

タ
バ
コ
を
吸
っ
て
も 

　
　
　
　
　 

咳
が
出
ぬ 

 

肺
が
ん
な
ら 

  

タ
バ
コ
に
か
な
わ
ぬ
　 

　
　
　
　 

ア
ス
ベ
ス
ト 
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委員会活動紹介 委員会活動紹介 ソフトボール、 

バドミントンに続いて 

市民病院バレーボール 

愛好会発足 

褥瘡対策委員会 

　昨年11月３日に行われた病院対抗ソフトボー

ル県大会での市民病院ソフトチームの頑張って

いる姿を見て、ハラハラドキドキ、嬉しかった

り、悔しかったり、そしてチームワークや一生

懸命頑張ることの大切さを再認識させてくれま

した。試合後の打上げで持ち上がったバレー部

結成の話。人数が集まるか不安でしたが、34人

の方の賛同を得て発足しました。 

　入部の動機は、それぞれストレス発散やダイ

エットなど様々。 

　初練習は、地元バレーボールチームの皆さん

の協力もあり、病院メンバーは18人ほどでした

がかなりの盛り上がりでした。 

　これから練習に励み、地域との交流を深めて

参りますので、よろしくお願いいたします。 

　褥瘡とは「床ずれ」のことを言います。褥瘡

は短時間（２時間）で発生します。治るのには

時間を要しますし、患者様の苦痛もともないま

す。 

　委員会は平成14年に発足し、褥瘡の予防・治

療に取り組んでいます。委員は医師を委員長と

し、様々な職種から構成されています。 

　活動は、褥瘡の勉強会への参加と月２回の病

棟回診、また毎月1回委員会などを開いていま

す。そのなかで褥瘡発生の状況報告を行い、発

生の予防や治療、悪化防止の対策について検討

を行っています。 

　委員会は、発足４年目を迎えます。褥瘡の発

生は、様々な原因での発生が考えられ、その対

応も、患者様にあった対策ができるよう努力し

ています。少しでも患者様のお役に立てるよう、

スタッフ一同今後も努力していきたいと思いま

す。 

 

 

※「床ずれ」について質問などがあればお尋ね 

　ください。 

 

市民病院バレーボール部紹介 
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編
　
集
　
後
　
記 

　
新
年
の
幕
開
け
は
、
皆
様
い
か

が
で
し
た
で
し
ょ
う
か
。
デ
パ
ー

ト
の
初
売
り
は
好
調
な
出
足
と
報

じ
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
天
候
の

方
は
記
録
的
な
豪
雪
で
、
雪
国
の

人
た
ち
は
大
変
で
す
。
市
民
病
院

で
は
、
へ
き
地
病
院
再
生
支
援
・

教
育
機
構
の
教
育
拠
点
と
し
て
指

定
を
受
け
、
新
年
か
ら
本
格
的
に

活
動
が
な
さ
れ
ま
す
。
本
年
も
皆

様
か
ら
愛
さ
れ
親
し
ま
れ
る
病
院

を
め
ざ
し
て
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま

す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
種
　
岡 

 

職場紹介 職場紹介 
透析室 

　透析室は、４名の専属スタッフと３名の応援ス

タツフが交代で勤務しています。透析患者様は、

週３回、１日３～４時間の透析を受けられます。

４時間の治療が、あっ!という間に終わるように、

笑い話を交えた世間話やスタッフの笑顔と笑い声

で接しています。たくさんの観葉植物も花を咲か

せました。葉から発芽させ育てた“ハッピー”と

いう名の可愛い花も、２年ぶりに開花し心和ませ

ています。皆さんにも今年１年ハッピーをおすそ

分けしたいので、いちど見に来てください。 

 

リハビリ室 

　リハビリテーション科は、理学療法士が３名、

作業療法士が１名、助手２名の計６名で、小さな

子どもさんからお年寄りまで年齢層も幅広く、患

者様の治療を行っています。また、外来・入院患

者さんの治療だけでなく、訪問リハビリや転倒・

骨折予防教室など、院外にも積極的に出かけ頑張

っています。リハビリに関することで何かお困り

なことがありましたら気軽にご相談ください。 

よろしくお願いします。 
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